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雜

_

モ
リ
ス
®ヒ
ル
キ 

『

マ
-
ル

ク

ス

ぶ

り

レ
加田

ソI

哲 ン 丨 ，

ニ へ ，の

ロ
シ
ャ
に
あ
け
る
社
會
主
義
革
命
が
、
そ
の
過
渡
期 

k

お
け
る
無
淹
®

M

の
獨
裁
を
經
過
し
て
、
共
產
主
義 

の
社
會
に
入
る
や
、
否
や
は
未
だ
斷
龙
す
る
こ
^

は
.出 

來
な
い
が
、
.現
在
ま
で
に
お
け
ソ
グ
ィ
エ
ッ
ト
，
ロ
シ 

rの
生
要
'な
る
貢
献
は
、

マ
ル
ク
ス
の
雄
渾
な
る
表
現 

を
借
:{
)

れ
は
、「

^ :

の
能
動
的
存
在」

で
あ
る
：。
歐
洲
の 

最
大
國
に
：お
け
る
勞
農
共
和
政
0

事
實
は
，、
.
'社
會
.の
資 

本

生

：義

的

組

織

が

不
«

で
あ
^
'
，
永
遠
で
あ
る
>£
;

す
る 

迷
信
ミ
、，
不
合
理
な
る
信
念w

を
打
破
し
た
。
そ
は
社 

脅

主

義

的

理

想

を

：
ユ

ー

ト

•上
.ァ

の

池

象

的

で

思

辯

的

な 

王
.國
か
ら
、;
現
實
の
堅
實
な
る
池
上
に
齋
ら
し
f t

の
.で

:;
:

あ
る
ど
吾
々
は
ロ
.
シ
ア
笨
命
又
は
そ
の
•共
產
主
_
の
原 

理
を
否
定
す
る
^

、
肯
定
す
る
と
を
問
は
.ず

、
こ
の
事 

會
の
認
識
を
ヒ
ル
ッ
キ
ト
e

共
に
、
否
定
す
る
こ
ビ
を 

得
な
ぃ
0

こ
、
^

紹
介
せ
.ん
ビ
す
る
ヒ
ル
キ
ッ
ト
の
著 

一
書
は
TJ
'y

ア
革
命
を
そ
の
.理
論
的
方
面
か
ら
批
判
し
た 

r

も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
書
を
以
て
、

口
シ
ア
革
命
理 

\

論
の
最
良
の
も
の
-
^
信
す
る
も
の
.で
は
な
い
0 

ロ
シ
ア 

、
革

命

並

に

：共

產

主
®

關
：す
る
歐
米
の
著
作
は
實
に
汗 

平
充
楝
も
啻
な
ら
ざ
る
こ
e

も
知
つ
で
ゐ
る
。
ま
た
ロ 

シ
r

箪
命
の
指
導
者
が
優
秀
な
，思
想
家
で
あ
つ
て
、
魏
. 

|

多
の
名
奢
を
出
版
し
つ
、
あ
る
K

も
知
ら
な
い
の
で 

|

は
な
い
。
た
V

瞥
籍
を
得「

る
こ
と
が
甚
だ
不
自S

で
あ 

る
日
本
に
あ
つ
て
は
、
是
等
の
箸
書
*

.
手
に
す
る
ザ
し
ビ 

が
、
甚
だ
■因
難
で
あ
る
。
そ
れ
ビ
共
に
こ
れ
ら
の
部
分 

: -

的
並
に
宣
傅
用
の
册
子
を
以
て
は
、
.革
命
珣
論
全
體
の 

:■
鳥
瞰
圖
た
ら
し
め
る> j

^

を
得
な
い
。私
が
ヒ
ル
キ
ッ
ト 

の
著
書 

F
r
o
m
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Published 
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卷
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七
九
八)

.
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雜

.錄

9

スo 
.ヒ.
)1
/

キ
少
ト
.
.の『

.
マ■
ル
.ク
ス
り
V

I

ェ’ V

へ、n

镞
六
號

3t
八

i H
a
n
f
o
r
d

 

P
r
e
s
s

^ :

紹
介
せ
んW

す
る
理
由
は
、
之
が

• 

•
 

. 

'

.

僦
今
百
.五
‘
十
頁
0

內
に
、
革
命
®

論
办
太
體
が
'
 

展
開

: 

. 

,

:

:

:

:

:.
:
: 

.

.

.

.

.

.

せ
ら
れ
、
批
判
せ
ら
れ
.て
■ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

..

ヒ
ル
キ
ッ
ト
は
先
づ
祉
會
運
動
の
基
準
的
理
論
は
、
マ 

ル
キX

ズ
ム
に
あ
>

ビ
斷
し
、；(

六
質)

マ.
ル
キ
シ
ズ
ム

の
：社

會

擧

說

の

：眞

隨

を

以

て

、
經

濟

的

進

化

；；

|

で
、

「

共 

產

黨

寬

言

」
「

經

濟

學

批

剑

J

の
序
文
：等
に
現
は
れ
た
も 

の
求
め
る
ザ」

ビ
が
出
來
る
ビ
し
, T

ゐ
る
o

殊
に
マ
ル
ク 

■
ス
が
そ
の
■-!
»

本
論」

第」

，憊
の
^

 

^

「

資
本
制
生
®
 

の
自
然
法
ょ
り
生
す
る
社
會
的
對
抗
の
發
達
®

J ®
-A
(

1

«
 

は
; >

其
れ
自
體
^

し
て
は
.問

題

で

ば

な

S

。
，
間
®

は

實： 

に
、
此

；の

自

然

法

そ

の

者

ャ

ぁ

る

o

此
の
■
の
如
き
堅 

固
不
動
の
必
然
力
を
以
て
作
用
し
賞
徹
す
る
倾
向
が
問
，
 

題
で
：あ
る
。
要
す
る
に
、
罾
業
の
比
較
的
發
達
し
た
國 

は
，、
W

の
發
達
比
較
的
幼
_

な
國
に
_
し
て
其
將
來
の 

狀
態
を
豫
示
す
る
に
週
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。」

(

高
帛
氏 

皮
云
つ
た
社
會
的
進
化
論
を
以
て
、

マ
ル
キ
シ
ズ

ム
の
本
質
逆
し
ね
？
故
に
社
會
主
義
的
革
命
の
基
條
礎 

件
は
、
次
の
五
つ
ビ

な
る
。

(
I
)

資
本
主
義
的
生
產
に
：お
け
る
高
度
の
發
達
；e

集 

中
ヒ
が
存
す
る
こ
ど
。0

1
)

そ
の
結
果
ビ
し
て
藤
業 

に
共
同
的
又
は
社
會
的
努
働
.の
行
は
れ
る
I

ビ
。
 

(

三
.

)

有
力
な
る
巨
大
な
資
本
家
階
級
の
存
在
。(

四

)

 

工
業
的
勞
働
階
級
が
人
口
の
大
多
數
を
形
成
し
、
訓 

糠
せ
ら
れ
、
結
合
し
、
組

織

せ

ら

る

る

こ

气
C

5 E
V
 

資
本
家
€

勞
慟
者
ビ
の
間
に
.激
烈
な
る
能
動
的
な
意 

.識
的
な
階
級
鬪
®

が
行
は
れ
る
こ
气

(

一
八
H

)

 

然
る
に
' 

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ャ
に
は
ザ3

の
條
件
は
殆 

ん
r

具
備
し
て
ゐ
な
か
つ
た
"

マ
ル
ク
ス
、

エ
ル
ゲ
ル 

ス
も
ロ
_
シ
'
ァ

問

題

に

就

い

て

各

自

の

見

解

を

持

っ

て

ゐ 

た
。
そ
れ
は
一
八
丸
四
年
に.

H

ン
グ
ル
ス
に
ょ

0

て 

s I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
s

 

s

s
 d

e
m

 

V
o
l
k
s
t
a
a

て
ビ
云
ふ
表
®
 

の
下
に
刊
行
せ
ら
れ
允
o

村
落
共
產
削
體
を
基
礎
ど
し 

て
社
會
主
義
社
會：

の
實
i s
,を
期
；さ
5
 

$

し
た
.

《
N
a
r
o

丨

3'

!

I
!

H

S

デ

の
學
說Q

主

張

者

P
e
t
e
r

 

N
.

 

T
k

a
c

h
a

 

M
へ
次
ニ
八
七
四
^

の
書
翰
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
社 

會
主
韻
茶
命
の
要
素
ビ
し
て
資
本
主
«

生
厳
關
係
>

即
: ,

•
ち
ブ
口
レ
タ
.
ジ
ア
I

ト
ビ

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I

の
對
立
0

;

必
要
で
あ
るM

が
を
主
張
し
、：
社
#

主
義
革
命
が
一
方
:
一
 

に
ブ
ロ
レ
-
タ
タ
ア
ー
ト
が
な
い
^

典
に
、
她
方
ブ
ル
ジ
ョI 

一
ア
ジ
I

の

な

い®

R

お

い

て

、

教

為

で

あ

る
>?
云

ふ

の 

は
、
た
ぃ
か
く
主
張
す
る
人
が
)II
I

會
主
■
の
初
步
を
も 

り
學
ん
で
な
:1
>

こ
ぞ
を
立
瞪
す
る
の
に
過
ぎ
'ぬ
$
云
つ 

た(

ニ
三
5

れ
0

土
ン
グ
ル
ム
は
口)

衬
落
典
產
制
度 

が
永
續
し
、
：(

ニ)

跗
部
歐
洲
に
.
あ
い
て
.フ
ロ
レ
タ
タ
ァ

| 

の
革
命
が
成
就
す
る
ビ
云
ふ
ニ
條
件
の
下
に
あ
ぃ
て

、\ 

ド
>

ア
革
命
の
可
能
性
を
認
め
た
の
で
あ
つ
た
。(i

一
五
一
：
 

頁)

然
る
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
十
ニ
年
後(

一
八
九
四
年)

：

.:

に
：お
：S:

て
#

落
共
產
制
の
破
*

を
見
？
近
世
無
崖
®
級 

の
發
達
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
f t
#

主

義

革

命

の

：
不

可 

能
を
斷
言
し
れ
。(

一
一
七
；典)

.

■:
ir
:

十
六
港
. 

'

(

七
九
九〕

雜

錄

屯
；

： >

、ス
ル
キ

2\ 

I 1

九

1

九
年
三
月
モ
ス
タ
ブ
で
開
か
れ
.た

n

ン
ミ
ユ 

二
ス
ト 
'
ィ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
第
一
囘
會
議
は
ロ
ン
ア 

革
命
が「

共
產
黨
宣
言」

に
描
か
れ
た
徑
路
を
取
つ
た
こ 

を
を
主
張
し
て
ゐ
る
が(

一I

九
丨
三
〇
頁)

ヒ
ル
キ
ッ
ト 

パ
は
ロ
シ

ア
革
命
が
«
#
に
ょ
つ

て
生
じ
た
異
常
な
る
狀 

'
態
に
ょ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
> >

 

V

を
主
張
す
る
0

か
れ
は 

そ
の
要
素
，を
次
の
如
く
擧
げ
.て
ゐ
る
。

a
)

國
民
生
活
の
全
組
織
.の
急
激
な
る
崩
壤
、(

ニ
}

.

宿
僚
の
不
m

德
化
、(

三)

瞰
弱
に
し
て
無
組
織
の
ブ 

ン
:;
•
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ー(

四)

貧
困
に
し
て
、
戰
爭
に
疲
れ
、
反 

逆
敗
、
自
暴
自
棄
的
の
_

民(

五)

大
多
數
の
土
地
に 

I 

‘餓
え
た
農
民(

六)

軍

隊

ょ

ゲ

解

放

せ

ら

れ

た

數

^

萬 

,

の
勞
働
者
並
に
農
民(

七)

自
然
的
に
强
固
に
紙
織
ザ 

ら
れ
た
都
市
勞
働
者
、(

八)

少
數
の
ヨ
！ 

ロ 
"•パ
流
の 

:,:

社
會
主
義
漣
論
を
臘
得
し
た
.勇

敢

な

'る

社

會

主

義

考 

こ
れ
ら
の
要
素
の
存
在
し
て
ゐ
る
乙
^
は
口
シ
ア
が 

資

本

主

義

の

成

熟

を

待

れ

ず

し

て

..、

社

會

主

義

革

命

に

の『

マ
少
ク
ス
ょ
り
レ
ー
ネ
ン
へ

』 

第

六

號

五

^



第
十
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卷

(

八
o

o

y
 

.

.
雜

錄

？

 

V

ス
ヒ
.
シ
キ
少
ト
：の
.

『

.マ
が
ク
ス
：
-
-
{り
レ—

ユ
ン
へ』

 

笫
六
病
.

六
0
:

.
入
つ
た
こ
S

を
立
®

し

て
ゐ
る
;0

こ
、
で

ヒ

ル

キ

ッ

ト

.て
ゐ
る
。
社
食
主
義
苯
命
の
根
本
要
件
re

:.る
生
產
カ
の 

は

マ
ル
タ
ス
並
に
を
の
一
派
が
、
.今
次
の
戰
爭
の
如
&

發
展
は
ロ
シ
ア
に
^

い
て
最
も
缺
乏
し
て
ゐ
る
も
の
で 

異
锘
狀
飽
を
豫
9

す
る
こ
^

に

失

敗

し

た

こ

ビ

を

斷

言

あ
る
？
故

に

：！
シ
ア
革
命
の
經
濟
問
題
は
、

V

ハ
タ
ン 

し
て
：ゐ
る
が
、(

三
五
頁)
少
く w

も
力
ア

ル
•
カ

ク

ツ

キ

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
第

一

に「

最
大
の
規
模
に
お
け
る 

ィ
に
就
い
て
は
、
然
か
言
ふ
乙
匕
を
得
^

い
。
力
ゥ
ツ|

生
產
の
確
立
の
必
要
で
あ
る
。
す
べ
て
の
小
企
業
は
消 

キ
ィ
は
そ
の

j

九
〇
ニ
年
出
版
の「
社
會
革
命」

に
：お

い

'

滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いo

す
べ

て
：の
.仕
事
は
最
大
可 

て
戰
爭
が
階
級
鬪
爭
並
に
社
會
革
命
の
有
力
な
る
要
素
-

能
の
.
エ
.揚

、

仕

事

場

、

農

場

に

：
集

中

せ

ら

，
れ

な

.け

れ

ば
 

な
る> 
5

を
指
摘
し
、(

シ

モ

：
ン

ズ
.
氏
英
譯
九
七
頁)

且

な

ら

な

い

。」 c

三
九
頁)

こ

、
で

^

エ

業

の

間

題
ご
農

業
 

っ

英

國

が

資

本
*

W

義

的

に

進

歩

し

て
§

が

ら

、

社

會

問‘題

が

起

っ

て

來

る

。
.
農

業

問
題
は
社
會
主
_
の
理
論 

革
命
0

機
運
の
氣
3

な
い
こ
.
.

>
J

は
、
英
國
の
勞
働
者
階

I

家
が
最
も
.乙
れ
ま
で
閑
却
し
て
ゐ
た
^

!
題
で
あ
っ
れ
。 

&

の

最

高0

想
が
、
フ
チ
%

7

ル
，ジ
ョ
ソ
た
る
こ
ど
化
あ
一
さ
ぅ
し
て
口
シ
ア
堪
命
に
：お
け
る
最
大
の
難
關
は
農
民 

る
^

云
ふ
革
命
的
精
神
の
缺
乏
に
、
そ
の
原
因
の
あ

る

:'
.問
題
で
あ
る
、
共

產

5£
義
者
が
腥
民
の
間
に
土
地
を
分 

こ̂

を

主

張

し

、
，
^

會

革
命
に
革
命
的
理
想
主
義
ビ
多

一:配
し
た
こ
ビ
は
、.
.ヒ
ル
：キ
ッ
ト
に
ょ
る
S

、そ
の
社
會
化 

云
ふ
べ
き
精
神
の
必
要
な
§

2

^
論
じ
て
ゐ
る
:°(

1

に
對
す
る
大
な
る
退
歩
で
あ
つ
た
の
で
f

 
o (

四
五 

〇
〇
丨
ニ
頁) 

頁)

之
の
：i

r

が
資
本
主
義
的
.に

#
達

し

て

ゐ

な

い

無

產

階

級

の

獨

裁

は

第

六

章

に

お

'い

て
論

せ

ら
れ 

い
云
ふ
點
に
：お

い

て

、

ロ
：シ

T.

革

命

の

！

i

問

題

は

發

生

し

る

？

ヒ
ル
キ
ッ
ト
は
ェ
ン
ゲ
ル
.ス
、
マ
ル
.ク
ス
を
引
用
し

て

論

じ

て

ゐ

る

が

、

第

七

章

に

到

：つ
：て

無

產

階

級

0

獨

..：

裁
は
、
殊
に
ロ
シ
ア
に
於
け
る
が
如
き
グ
ロ
レ
タ
リ
ア 

ト
の
少
數
な
る
場
合
に
は
、’
必
建
的
に「

共
產
黨
の
.'
;

: 

獅
裁」

で
あ
る
S

云
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ば
共
產
主
義
者 

•
も
認
め
て
ぬ
る
>匕
こ
ろ
で
、
ジ
ノ
グ
ィ
エ
フ
、
、ブ
ぐ
リ
ン
一 

皆
こ
れ
を
認
め
る
。
ジ
ノ
グ
ィH

フ
は
云
ふ
.。
六

十

萬

の\ 

.
共
產
黨
員
は
最
良
の
勞
働
者
で
あ
り
、
勞
働
者
階
級
の 

.最
善
の
代
表
氣
で
あ
るV

。
(

六
四
頁)

單
化
共
產
黨
の
|
 

獅
裁
で
あ
る
許
り
で
は
な
い
°

レ
ニ
.

ン
は
沄
ふ
。「

大
機 

械
產
業
の
形
態
に
お
け
る
勞
跳
紙
織
の
過
程
の
成
功
の 

た
め
に

は

、

一
の
意
志
に
對
す
る
絕
對
の
服
從
が
め
双

一
 

で
あ
る
。
4

:

.

.革
命
は
、
最
も
舊
い.

、
«

も
强
固
に
し 

て
重
い
鐵
鎖
を
破
つ
た
。：
民
衆
は
そ
の
鐵
饊
に
服
從
す
パ
 

る
.
こ
ど
を
强
要
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
咋
日
0 ,

こ
:̂
で 

あ

っ

た

。

さ

ぅ

し

て

今

日

そ

の

同

一

：
の

革

命

が

_
_
_

さ 

:

ラ

し
で
社
#

ま
義
の
利
益
の
た
め
，に

働

過

程

.を

：'■
' 

指
抓
す
る
人
の
單
一
の
•
■

志

に

對

す

る

：民

衆

.の

絕

對

服

第
十
六怨

(

八
〇 

一Y

雜

錄

ス
®
\i
ル
キ
ぞ

從
を
.要
求
す
'る J
.
W

。(Nikolai
.
 Lenin, 

T
h
e

 

Soviet 

at 

w
o
r
k
.

 

pp. 

35-3
6
)

ブ
ロ 

V

タ
ジ
ア
の
獨
裁
と
は
、
共 

'
產
黨
の
獨
裁
で
あ
り
、
ユn

ラ
イ
•
レ
ー
二
ン
の
獨
裁
で 

* •

る
。
こ
の
ブ
口
レ
タ
リ
ア
の
獨
裁
の
形
式
が
即
ち
ソ 

グ
ィ
チ
ッ
ト
で
あ
る
。

ソ
グ
ィH

ッ
ト
が
現
在
：の
議
曾
'ビ
異 

る
點
は
、
そ
が
立
法
機
關
で
あ
る
S
共
に
、
行
政
機
關 

:

を
も
兼
ね
、
令
の
委
員
選
出
方
法
が
職
業
別
の
形
態
を 

採
っ
て
ゐ
る
©

に
あ
.る
o
た
ゃ
そ
の
選
出
方
法
は
都
會 

「

に
お
い
て
は
、rl

萬
五
千
人
に
對
し
て
一
人
の
委
員
、
 

地
方
に
お
い
て
は
十
二
萬
五」

千
人
に
對
し
て
一
人
の
.委 

員
が
選
出
せ
ら
れ
、
村
落
、
都

、
州
の
ソ
グ
ィ
エ
ッ
ト
に 

:

對
す
る
委
員
の
，®
出
は
間
接
方
法
を
採
つ
て
ゐ
る
。
ン 

グ
ィ
ェ
ッ
ト
惻
度
に
對
す
る
批
評
は
.、
こ
の
選
出
方
法
ミ 

:勞
働
者
の
み
に
a
擧
權
を
與
人
ヽ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
，に
對 

し
て
は
嚴
密
に
S

擧
權
の
行
使
を
^

止
す
る
。
點
R

向 

け
ら
れ
て
ゐ
る
。(

第
八
苺)

.

次
に
問
題
ど
な
る
の
は
、
社
會
：主
義
革
命
に
あ
け
.る

r
0『

マ
)v

ク

ス

V

1

こ
シ
へ』

m

:六

號

六

一



暴
^

の
間
題
で
あ
る
。
，
ロ
シ
ァ
共
產
主
'義
者
は
社
會
主
：

義

.
箪

命

に

.
お

け

る

暴

力

を

最

重

.
要
覦
し
、

レ
チ
ン
の
如 

&

は
暴
力
革
命
の
思
想
は
へ
マ
ダ
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の 

根
本
思
想
で
、あ
る
S

主
張
す
る
>
 

暴
力
革
命
k

關
す
る；

；；

論
述
こ
そ
、「

マ
ル
ク
ス
ょ
り
レー

ニ
ン
へ
し
の
中
の
最
一 

名
典
.膨
..あ
る
韵
分
で
あ
る
0

ヒ
ル
キ
ッ
ト
は
、
社

會

主\ 

義
運
動
を
三
沏
に
分
っ
^

、
：權
カ
獲
得
離
備
時
代
、
_
權
：
- 

力
0

獲
得
、
並
に
權
カ
の
防
衛
の
時
代
に
分
っ
て
ゐ
る
。 

冷
ぅ
し
；て
權
力
防
鐵
の
時
に
お
.い
て
0

み
暴
力
を
S

 

ノ
 

'
€
す
る
€

主
張
す
る
？

マ
^

ク
ス
>

エ
シ
ゲ
ル
ス
は
嘗
• 

て
バ
ク
，丨
ニ
.X

流

の

行

爲

の

宣

傅

を

斥

け

た

.;
'0(
九

四

ニ
 

頃
V

け
れ
ざ
も
新
社
會
が
舊
社
#

の
，胎
內
に
宿
っ
れ
場

|
 

合
^

は
、暴
力
な
る
產
婆—

を
必
要
^

ず
る
と
沄
つ
た
が
、

I 

(：

九
六
頁)

マ
：ル
ク
ス
？

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
れ
を
立
證
す 

べ
き
何
等
の
歷
史
的
蕻
實
を
も
有
し
て
ゐ
な
か
っ
た)

(

同
頁)

銥
る
に
社
會
主
義
革
命
即
ち
無
產
階
級
に
ょ
る
!;
:
:
: 

政
權
の
锻
取
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
獨
逸
に

谘
六
璘
六
二

 、

ぐX

ガ
ソ
丨
に
お
い
て 

コ
ン
ミ
ュ
ン
に
お
い
て
も
、
何
等
の
流
血 

の
慘
事
を
見
す
し
て
行
は
れ
れ
の
で
あ
つ
た
0 (

九
六
！ 

九
頁)

然
る
に
社
會
主
義
革
命
に
對
す
る
ブ

,ジ.
m

ァ
ジ 

1

の
反
革
命
運
動
は
甚
だ
强
ヵ
で
あ
り
、
暴
力
的
で
あ 

る
。
故
に
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
«

#

を
抑
^

す
る
防g

 

的
の
意
味
に
あ
い
て
の
.
暴
力
は
、

こ
れ
事
情
止
む
を
#
 

ざ
る
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
"

广
ロ
シ
ア
萆
命
の
繼
*
は 

實
に
當
時
に
.
お

け

る

反

革

命

運

，動

の

絕

對

抑

腿

W

た
め
，
 

の
赤
衛
渾
の
存
在
し
て
ゐ
た
こ
^

に
ょ
つ
て
ゐ
る
り 

ロ
シ
ァ
雄
命
家
は
、
そ
の
革
命
に
弓
き
續
い
て
很
界 

各
國
の
革
命
を
豫
期
し
た
。
け
れV」

も
世
界
の
革
命
は 

共
產
主
義
者
が
豫
期
し
た
程
ね
、
速
か
に
來
る
i

€
が 

出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ァ
革
命
は
こ
ゝ
k

お 

い
て
、
資
本
主
義
國
家
を
四
圍
に
持
つ
社
會
主
義
國
家 

^

な
つ
た
。
世
界
革
命
の
®

想
を
懷
ぃ
た
弗
產
主
i s

者 

の
傭
.度
は
甚
淤
困
難
を
伴
つ
て
來
乜
。
資
本
主
義
國
家

_

笫
十
，六

怨

(

八
Q

ニ)

雜

錄

{? 

9

ス
*
ti
;v
キ
少
ト
の

『

マ
ル
ク
ス
1

り
レ
ー
!
1ゾ
.
へ』

あ
い
て
も

.、3
 

I

Iス
ト
タ
ア 

%

パ
ジ

'

を
四
国
に
持
ち
、
そ
の
佳
產
カ
が
.甚

だ

優

秀

.
で

な

い

ロ
 

シ
ァ
は
四
圓
の
資
本
主
義
の
經
^

勢
カ
を
借
る
0

必
翦 

に
畲
し
た
。
外
交
政
策
の
_

更
通
商
關
係
の
耍
求
は
、

そ
の
必
然
の
結
果
で
あ
る
ぺ
^

十
章
マ
た
ぃM

れ
を
以. 

て
：直
ち
に
ボ
ル
シ
エ
グ
ィ
ズ
ム
の
資
本
主
義
へ
の
降
伏
ぐ」

.一

. 

.

.

.

. 

I
. 

, 

. 

— 

. 

_ 

— .t

云
ふ
は
甚
だ
誤
つ
た
觀
测
ヒ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
を 

は

國

家

社

會

主

義

叉

は

鹫

本

主

義

の

昶

用

：で
あ 

る
。 

j

 

:

私

は

，讀

後

の

感

想

に

あ

ま

b

多
く
の
頁
を
.費
し
過
ぎ 

た
や
ぅ
で
あ
る
0

そ
れ
は
ヒ
ル
キ
ッ
ト
の
著
書
が
#
良 

ビ
信
じ
た
か
ら
で
は
勿
論
な
い
。
た)

そ
の
內
に
論
じ 

:

6
れ
て
ゐ
る
問
題
が
« ;

だ
16
要
な
の
で
、
餘
ト
略
筆
を
：|

 

用
ゐ
る
こ
^

が
出
來
な
.か
：つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ル
キ
ッ」 

' :

ト
の
«

は
こ
の
社
會
*

義
革
命
の
蜇
要
問
題
に
對
す
る
;;
: 

:;
i
,
の
敎
斜
書
、
一
の
手
引
に
相
常
す
る
も
0

で
ぁ
る
。

.

ジ

ョ

ン

こ

フ

ス

キ

y
の

奢

侈
 

'

’ 

論

(

ニ
、完

)

.奧
井
復
太
郞

..

0
丨

:

自
己
所
有
の
財
.に
就
い
て
何
人
も！

方
.に
は
非
常
に 

嚴
肅
な
る
排
他
的
權
カ
を
葙
す
る
ヒ
共
に
他
方
に
は
頗
，
 

る
自
由
な
る
其
の
處
分
權
を
享
得
し
て
ゐ
る
の
が
現
在 

社
會
の
財
產
制
度
の
原
則
で
あ
る
。
故
に
個
人
は
極
め 

て
狹

S

範圍の制很多くは法律的の

—

を除
 

い
て
は
自
己
の
富
を
如
何
な
る
方
面
に
如
何
な
る
方
法 

で
以
つ
て
®

ff
l

す
る
名
何
等
®

げ
な
い
の
で
あ
る
0

假 

令
他
に
社
會
的
の
又
は
偷
理
的
0

制
限
が
富
の
放
縦
な 

る
使
用
に
對
し
て
加
へ
ら
れ
る
事
が
あ
つ
て
も
現
在
の 

社
會
に
於
け
る
富
の
權
カ
は
此
の
種
の
非
雞
を
腿
倒
し 

以
つ
て
自
已
を
是
認
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
否
、
31
に

第
六號
六三

第

十

六

盤

(

八
〇
三)

，,

雜
:;
:

,

錄

屯

”

ス
•
'b
JV

キ
2
\ト
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マ.
少
ク
ス
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り
レ—

1
1
ン
へ』


